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今
別
町
消
防
団

(

団
長

相
内
亮
一)

に
よ

る
平
成
21
年
鎮
火
祭
が
、
２
月
８
日
今
別
八
幡

宮
に
お
い
て
行
わ
れ
、
小
鹿
町
長
や
相
内
消
防

団
長
、
各
分
団
長
ら
35
名
が
参
加
し
て
、
今
年

一
年
の
無
火
災
・
無
事
故
を
祈
願
し
ま
し
た
。

小
鹿
町
長
か
ら

｢

火
災
ゼ
ロ
の
町
を
目
指
し

て
、
今
一
度
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
防
火
意
識
の

徹
底
を
望
み
ま
す｣

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
続

い
て
相
内
団
長
か
ら
の
訓

示
に
、
消
防
団
幹
部
は
防

火
・
防
災
へ
の
誓
い
を
新

た
に
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
時
折
、
雪
が

強
く
降
る
あ
い
に
く
の
天

気
と
な
り
ま
し
た
が
、
町

消
防
団
幹
部
が
各
分
団
屯

所
へ
出
向
い
て
検
閲
を
行

い
、
相
内
団
長
か
ら

｢

火

災
や
災
害
に
備
え
て
、
日

頃
か
ら
万
全
な
態
勢
を
整

え
て
い
た
だ
き
た
い｣

と

団
員
の
士
気
を
高
め
ま
し

た
。
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今
別
町
連
合
婦
人
会

(

会
長

山

内
和
子)

主
催
の
第
19
回
婦
人
芸
能

祭
が
、
２
月
８
日
開
発
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
三
�
地

区
か
ら
の
友
情
出
演
も
あ
り
、
会
場

に
は
町
内
外
か
ら
２
０
０
人
余
り
の

観
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は

｢

鋳
釜
岬｣

と

山
内
会
長
が
話
す
よ
う
に
、
舞
台
に

は
小
嶋
俊
洋
氏(

八
幡
町)

が
描
い

た

｢

怒ど

涛と
う

さ
か
ま
く
鋳
釜
岬｣

の
背

景
画
が
掲
げ
ら
れ
、
婦
人
会
の
芸
を

盛
り
た
て
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
嶋
中

賢
一
氏

(

大
川
平)

が
作
詞
し
、
大

泊
出
身
の
演
歌
歌
手
、
立
花
竜
司
さ

ん
が
歌
う

｢

鋳
釜
岬｣

に
合
わ
せ
て

振
り
つ
け
ら
れ
た
踊
り
が
披
露
さ
れ

る
と
、
会
場
か
ら
は
大
喝
采
を
浴
び

ま
し
た
。

司
会
は
今
年
も
�
黒
石
な
な
こ
�

(

澤
田
ひ
ろ
子)

さ
ん
が
務
め
、
踊

り
や
歌
の
合
間
に
語
ら
れ
る
絶
妙
な

｢

ウ
ソ
っ
ぽ
い
本
当
の
話｣

に
会
場

は
大
爆
笑
で
す
。
踊
り
で
も
�
な
な

こ
�
さ
ん
が
披
露
し
た

｢

ど
ん
じ
ょ

す
ぐ
り｣

は
観
客
と
一
体
と
な
り
最

高
の
盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
歌
や
踊
り
の
他
に

｢

ア
ッ

プ
ル
サ
ー
ク
ル｣

の
大
正
琴
の
音
色

に
観
客
も
癒
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
初
の
試
み
と
し
て
行
っ
た

｢

か
わ
い
そ
う
な
ぞ
う｣

と
題
し
て

山
内
会
長
が
読
み
聞
か
せ
を
始
め
る

と
、
�
な
な
こ
�
さ
ん
も

感
動
の
あ
ま
り
涙
声
に
な

り
、
観
客
も
も
ら
い
泣
き

す
る
場
面
が
あ
り
ま
し
た
。
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２
月
６
日
開
発
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
27
回

今
別
町
社
会
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
大
会
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会

(

会
長

太

田
邦
彦)

主
催
で
行
わ
れ
、
午
前
の
部
で
は
、
多

重
債
務
法
律
専
門
相
談
員
の
近
江
武
士
氏
へ
町
社

会
福
祉
協
議
会
の
太
田
会
長
が
質
問
す
る
形
で

｢

多
重
債
務
っ
て
、
な
ん
で
す
か
？｣

を
テ
ー
マ

に
記
念
対
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
近
江
氏
は
、
相

談
員
に
な
っ
た
き
っ
か
け
や
、
多
重
債
務
に
陥
っ

た
人
を
救
済
し
た
事
例
を
紹
介
し
ま
し
た
。

午
後
の
式
典
で
は
地
域
福
祉
の
発
展
に
寄
与
し

た
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
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敬
称
略)
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２
月
18
日
に
、
今
別
町
地
区
総
代
連
絡
協
議

会

(

会
長

木
村
正
徳)

の
21
年
度
通
常
総
会

が
開
催
さ
れ
、
各
地
区
の
総
代
、
各
町
内
会
長

ら
17
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

小
鹿
町
長
よ
り
町
財
政
状
況
の
説
明
や
、
定

額
給
付
金
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
が
さ
れ
た
後

に
、
青
森
地
域
広
域
消
防
事
務
組
合
の
職
員
か

ら

｢

住
宅
用
火
災
警
報
器｣

の
設
置
が
義
務
付

け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
�
命
�
が
助
か
っ
た

こ
と
な
ど
、
警
報
器
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
講

話
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
視
察
研
修
が
予
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
北
海
道
新
幹
線
開
業
に
向
け
、

参
考
と
な
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
を
視
察
し
た
い
と
の
意
見
が
出
さ
れ
る
な

ど
、
活
発
な
意
見
交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。

１
月
24
日
、
荒
馬
の
里
活
性
化
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
今
別
町
子
ど
も

読
書
活
動
推
進
交
流
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

東
青
地
区
読
書
団
体
や
読
み
聞
か

せ
サ
ー
ク
ル
団
体
、
読
み
聞
か
せ
に

興
味
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た
同
交

流
会
は
今
年
度
の
し
め
く
く
り
と
な

る
３
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

今
回
は
経
験
豊
か
な
３
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
お
は
な
し
会
実
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

今
別
町
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
実

行
委
員
会
の

｢

こ
で
ま
り
の
会｣

代

表
の
澤
田
田
鶴
子
さ
ん
は
、｢

豊
か

な
心
を
育
む
読
書
の
活
動
に
い
ろ
い

ろ
工
夫
を
こ
ら
し
、
地
域
の
子
ど
も

た
ち
に
還
元
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す｣

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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２
月
12
日
、
町
社
会
福
祉

協
議
会
主
催
の
家
庭
介
護
講

習
会
が
開
発
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
、
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

今
別
婦
人
会
な
ど
50
名
の
参

加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

日
赤
青
森
県
支
部
の
職
員

が
講
師
を
務
め
、
高
齢
者
に

起
こ
り
や
す
い
事
故
の
予
防

と
手
当
、
急
病
へ
の
対
応
に

つ
い
て
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
の
ど
に
食
物

を
詰
ま
ら
せ
た
と
き
の
対
処

法
や
、
入
浴
中
の
事
故
予
防

等
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
た

後
、
意
識
が
な
く
な
っ
た
方

の
状
態
の
観
察
や
気
道
の
確

保
、
救
急
車
が
来
る
ま
で
の

対
処
法
に
つ
い
て
実
技
を
学

び
ま
し
た
。

今
別
町
社
会
福
祉
協
議
会

主
催
の
救
急
救
命
講
習
会
が
、

２
月
13
日
開
発
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
広
域
消
防
今

別
分
署
か
ら
講
師
を
招
き
、

｢

命
を
救
う
応
急
手
当｣

等

の
ビ
デ
オ
鑑
賞
や
、
そ
の
場

に
居
合
わ
せ
た
人
の
す
ば
や

い
救
命
処
置
が
も
っ
と
も
大

切
で
あ
る
と
い
う
、
応
急
手

当
の
重
要
性
に
つ
い
て
講
義

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
心
肺
蘇
生
法
や

Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
方
法
な
ど
の
実

技
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
前

日
の
家
庭
介
護
講
習
会
に
引

き
続
き
参
加
し
た
方
が
多
く
、

約
40
名
の
受
講
者
は
熱
心
に

人
工
呼
吸
や
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
の
実
践
を
行
い
ま
し
た
。

受
講
者
は
、｢

家
族
が
倒

れ
た
時
、
こ
の
よ
う
な
講
習

に
参
加
し
て
い
た
こ
と
が
役

立
っ
た｣

と
話
す
人
も
い
て
、

日
常
生
活
で
誰
も
が
遭
遇
す

る
可
能
性
が
あ
る
緊
急
時
の

処
置
法
を
身
に
つ
け
る
必
要

性
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
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今
別
中
学
校
地
域
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
は

｢

朝
の
あ

い
さ
つ
運
動｣

を
始
め
ま

し
た
。

元
気
に
あ
い
さ
つ
し
て

く
れ
る
子
、
眠
た
そ
う
な

子
と
様
々
で
す
が
、｢

生

活
の
基
本
は
あ
い
さ
つ｣

を
合
言
葉
に
先
生
方
の
協

力
の
も
と
頑
張
っ
て
い
ま

す
。そ

の
他
、
今
中
祭
の
手

伝
い
、
草
刈
り
、
読
み
聞

か
せ
も
行
っ
て
い
ま
す
。

今
別
小
学
校
で
週
に

３
回
、
４
年
生
か
ら
６

年
生
を
対
象
に
木
村
清

次
さ
ん(

村
元)
が
毛

筆
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。姿

勢
、
筆
の
持
ち
方
、

心
構
え
、
後
始
末
は
も

ち
ろ
ん
、
ワ
ク
ワ
ク
す

る
昔
話
を
交
え
て
の
授

業
に
、｢

木
村
先
生
の

授
業
は
と
っ
て
も
楽
し

い｣

と
、
筆
を
持
つ
子

ど
も
た
ち
は
日
々
、
書

道
が
上
達
し
て
い
ま
す
。

２
月
19
日
、
今
別
町
食
生
活
改
善
推
進

員
会

(

会
長

境
谷
毬
子)

主
催
の

｢

男

の
料
理
教
室｣

が
開
催
さ
れ
、
一
人
暮
ら

し
の
男
性
に
町
の
栄
養
士
が
講
師
と
な
り
、

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
の
調
理
方
法
を

指
導
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
７
人
の
男
性
は
手
際
よ
く
、

慣
れ
た
手
つ
き
で
調
理
し
、
予
定
し
た
時

間
よ
り
も
早
く
出
来
上
が
り
、
赤
、
青
、

黄
色
と
盛
り
付
け
も
き
れ
い
に
見
え
る
よ

う
工
夫
し
て
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
味

も
最
高
で
し
た
。
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・新規に登録する方は､ 登録時点でカードが発行さ
れます｡

・すでに登録済の方は､ 印鑑証明書の交付等で来庁
したときに順次カードに更新します｡
(カードに更新したい方は (旧) ピンクの印鑑登録
証と登録印鑑を持って役場に来て更新して下さい｡

� 
����#$
����%��
��&�%

'()* +,�)$-.�/0	
12��"

《問い合わせ先》
役場町民福祉課 町民担当 TEL 35－2001
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国民年金制度には､ 経済的な理由などで､ 保険料
を納めたくても納められない方を対象とした ｢保険
料免除制度｣ があります｡
免除制度には､ ｢退職 (失業) による特例免除｣

という制度もあります｡
しかし､ 自動的に免除制度に該当するわけではな

く､ 市町村役場へ保険料免除の申請をすることによ
り､ 一定の審査を経て免除制度に該当するかどうか
が決定されます｡
345*�67&8�#9�%:;)!
①年金手帳または基礎年金番号のわかるもの
(納付書等)

②認印 (本人が署名する場合は不要)
③失業していることを確認できる公的機関の証明
の写し (雇用保険被保険者証､ 離職票等)
《問い合わせ先》
役場町民福祉課 町民担当 TEL 35－2001
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今まで東地方福祉事務所で行っていた身体障害者
手帳､ 愛護手帳交付事務が､ 平成21年４月１日から
青森県障害者相談センターに集約されます｡
当面は交付までに若干の時間を要する可能性があ

るため､ 申請予定のあるかたは早めの手続きをお願
いします｡
詳しくは､ 役場町民福祉課 福祉担当までお問い

合わせください｡ TEL 35－2465

��������������
�

�
�

�
�

�
�

�

�����������

�

�
�

�
�

�
�

�
�

����������������		

������



��������������
3KLMNOP�QR%SE�TU#9�%:;)!"

○申告所得税､ 贈与税・・・・３月16日(月)
○消費税及び地方消費税・・・３月31日(火)

�VWSXYZ[\12��"

ご指定の金融機関の預貯金口座から自動的に引き落とされる
確実で便利な振替納税をぜひご利用ください｡
]VWSX�^�VW�_

・申告所得税・・・４月22日(水)
・消費税及び地方消費税・・４月27日(月)
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町では優秀な人材育成を願って､ 経済的理由により就学が困難な方に対して奨学金の

貸与を行っております｡ 貸与額や償還方法､ 償還期間など詳細については町教育委員会
までお問合せください｡
� `abc

ア) 平成21年４月より､ 高校・高専・大学・短大・各種専門学校に入学する方､ 又は
在学中の方｡ (但し､ 通信教育・大学院・放送大学・自治医科大・防衛大・海上保
安大に入学する方､ その他の奨資金を受けている方は除く)
イ) 今別町に住所を有する子弟であること｡

d efg�`ahij`aTk

ア) 奨学金の額は､ 高校 (月額15,000円) ・大学等 (月額30,000円) とする｡
イ) 貸与期間は､ 在学する学校の正規の就学期間とする｡
※奨学生が休学､ 退学､ その他奨学生として不適当と認められる事由により､ 貸与の
休止､ 中止､ 即時返還をしてもらうこともあります｡

l mnop

・奨学金の返還は､ 卒業の月の１年後から受給期間の２倍の月数で返還する｡
� `aQq45

・貸与申請書類等は､ 今別町教育委員会に備えてあります｡
r QsTk：平成21年４月１日から平成21年４月15日まで
t Qsuijv	�:w�xy+z

今別町教育委員会 電話 ３５－２１５７
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お問い合わせ先
青森税務署

TEL017－776－4241
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※
町
に
住
所
を
有
す
る
３
歳
以
下

(

平
成
17
年
４
月
２
日

誕
生
日
以
降)

の
子
ど
も
さ
ん
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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自動車税の納税通知書は､ 原則として自動車検査証に記載されている住所に送られます｡ 引っ越し等で住所が変わった時には､ 運輸支局等において住所の
変更登録の手続きが必要となります｡ すぐに変更登録ができない場合は､ 地域県民局県税部に連絡すると､ 納税通知書を新しい住所に送ることができます｡
また､ 県税インフォメーション《http://www.pref.aomori.lg.jp/life/tax/top.html》の中の ｢自動車税住所変更届｣ からも､ 自動車税の住所変更の届出を
することができます｡ 事務処理の都合上､ ４月上旬までに連絡して下さい｡
詳しくは､ 東青地域県民局県税部 (課税第三課 電話 0174－734－9974) までお問い合わせください｡
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スポーツ・文化活動・ボランティア活動などに最適な
保険です｡
※５名以上の団体でご加入ください｡

��������	
��
����
●内閣府では､ 将来を担う国際感覚豊かな青年を育成するため､ 様々な国際交流事業を実施し
ています｡

●現在､ 平成21年度の ｢国際青年育成交流｣ ｢日本・中国青年親善交流｣ ｢日本・韓国青年親善
交流｣ ｢青年社会活動コアリーダー育成プログラム｣ ｢世界青年の船｣ ｢東南アジア青年の船｣
事業の参加青年を募集しています｡ 申込締切は３月19日 (木) となっています｡
《お問い合わせ先》
内閣府政策統括官 (共生社会政策担当) 付国際第１担当
℡ 03－3581－1181 (http://www.cao.jp/koryu/)

または､ 青森県環境生活部青少年・男女共同参画課 ℡017-734-9226
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対象となる
事 故

・グループ活動中の事故
・往復中の事故

保 険 期 間

毎年４月１日午前０時から翌年３月
31日午後12時まで
※年度途中で加入された場合は加入
手続きを行った翌日から３月31日
までとなります｡

掛 金
１人年額600円～9,000円
(団体の活動内容・年齢構成で異な
ります)

お問い合わせ先 スポーツ安全協会青森県支部
TEL 017－782－6984


